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最近よく目にするようになった SDGs（エスディージーズ）という言葉は，Sustainable Development

Goals（持続可能な開発目標）の略称であり，2015 年に国連で開かれたサミットの中で決められた，

国際社会共通の目標です。この目標を設定する必要性は，現在や将来の社会の変化を予測的に評価を

し，その変化に対応できる社会をつくらなければならないというところにあります。内容を見ると，

「17 の目標」と「169 のターゲット（具体目標）」で構成されており，私たちの生活に関わりがある

目標がたくさん掲げられています。

第５期科学技術基本計画において，我が国が目指すべき未来社会の姿「Society5.0」が，狩猟社会

（Society1.0），農耕社会（Society2.0），工業社会（Society3.0），情報社会（Society4.0）に続く，新た

な社会を指すものとして初めて提唱されました。これは，サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空

間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより，経済発展と社会的課題の解決を両立する人間中

心の社会，と説明されています。

このように，「社会の変化」に対応した物事の考え方や捉え方の変革について，様々な場で議論さ

れるようになっています。本校では，子どもたちの将来像を教師として描きながら，変化に対応する

力を育てることや，主体的に自己の目標を設定し未来へ向かっていける力を育てることを，研究の主

題として設定し取組を進めてきました。そして，「私の応援計画」という一つの提案としてまとめる

ことができました。今年度から始めた「生涯学習力」に関する取組は，これまでの研究をベースにし

た集大成という位置付けで考えています。

この研究紀要で示させていただいたように，１年目の今年は，学校卒業後も生涯にわたって学び続

ける力とは？そのために学校において身に付けるべき力とは？という問いのもと，３つのワーキング

グループに分かれて行った議論をまとめました。生涯学習力の基本的な捉え方とそれに基づいた授業

づくりのポイントを，それぞれシンプルなキーワードの形で整理することができたことが，一つ目の

成果です。また，これまで長い間学部というまとまりを中心に進めてきた研究体制から視点を変え，

テーマ別に分かれた縦割りの職員集団を編成して意見交換を積み重ねることができたということが，

もう一つの成果と言えます。さらに，生涯学習にかかわる実践者，研究者，関係機関の方に協力いた

だきながら，協働で研究や授業実践を進めることができたことも大変大きな成果です。今回ほど学校

外部の方とやりとりをしながら研究推進をした経験は，本校では初めてかもしれません。御協力いた

だいた多くの皆様に，この場をお借りして感謝申し上げます。

SDGs や Society5.0 のようなこれからの社会を捉える新しいフレームに倣いつつ，本校の研究は新

しい１年目を終えることができました。これからの社会を生きる子どもたちの学びのプロセスと，教

師の未来志向の研究システムが持続することを目指して２年目を迎えようと思います。

副校長 跡 部 耕 一
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